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おかけさまで創業135年

盛
岡
市
が
官
古
市
川
丼
に

開
設
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠
点
か
わ
い
キ

ャ
ン
プ
は
、
夏
休
み
期

間
を
前
に
受
け
入
れ
準
備
を
整
え
て
い
る
。
５
月
末
に
は
同
キ

ャ
ン
プ
を
経
由
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
１
万
人
を
超
え
た
。
現
在
も
１
日
当
た
り
の
人
数
こ
そ
減

っ
た
が
、
九
州
や
中
部
地
方
、
海
外
か

ら
も
老
若
勇
女
が
東
日
本
大
震
災
津
波

の
被
災
地
で
支
援
活
動
を
し
て
い
る
。
支
援
内
容
は
多
岐
に

わ
た
り
、
個
々
の
住
民
の
生
活
再
建
に
か
か
わ
る
新
た
な

ニ
ー
ズ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
増
え
て
い
る
。

キ
ャ
ン
プ
は
盛
岡
市
中

心
部
か
ら
約
ω
ず
、
重
要

時
間
約
７０
分
の
旧
県
立
宮

古
高
校
川
井
分
校
を
活

夏休み利用を呼びかけ
盛岡市開設のかわいキャンプ

印
　
に

鯛
輔
紳̈
認膨

”Л　　一帥“　　餃醸綸薇湿ＮＯＨＯ口
「年」

力
鍵
な
誘
乖
施
射

Ю
日
は
計
１９
人
が
沿
岸

贅
　
　
３
市
町
で
活
動
し
た
。
午

睛
　
前
８
時
に
オ
リ
エ
ン
テ
ー

『　
れ
齢
一群
稼脇

［
家
電装
製

″
　
被
災
者
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

´
　
に
伴
い
、
２
階
に
引
き
上

０
　
け
た
調
度
品
な
ど
を
１
階

ち
　
に
運
ぶ
作
業
が
あ
っ
た
。

か

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
キ
ャ
ン
プ

が
う
る
ま
だ

っ
た
こ
と
が

縁
。
比
嘉
さ
ん
は
調
印
式

で
立
会
人
を
務
め
、
レ
セ

プ

シ

ョ
ン
で
も
祝
辞
を
述

べ
０

こ

た
。

う
る
ま
の

一
行

撃

葬
１

陣
が
∞

日
、

第
２
障
が
３‐

日
に
来
盛
。
記
念
植
樹
は

花
言
葉

「友
情
」
の
ヤ

マ

ボ
ウ

ン
３
本
が
植
え
ら
れ

る
。
さ
ん
さ
パ
レ
ー
ド
に

は
市
職
員

。
実
行
委

チ
ー

ム
に
島
袋
市
一長
ら
約
４０
人

が
参
加

。
滞
在
中
は
東
曰

本
大
震
災
津
波
で
被
災

し

た
沿
岸
部
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
拠
点
の
市
か
わ
い
キ

ャ

ン
プ
の
娼
蝶
が
量
画
さ
れ

て
い
る
。

ほ
か
に
記
念
事
業
は
▽

盛
岡
の
中
学
２
年
生
１０
人

の
う
る
ま
市
駆
一興

１２
月
）

▽
第

５
回
友
好
の
翼

（
１０

月
）
▽
盛
岡
デ
ー
イ

ン
沖

縄
　
友
好
の
絆

パ
ネ
ル
展

（
■
月
）
▽
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
会

公
進
イ

盛

岡
、
来
年
１
月
）―
な
ど
。

友
好

の
翼
は
第
７
回
う

る
ま
祭
り
開
催
時
期
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
、

谷
議
裕

明
亡
壕
う
が
訪
間
し
、
記

念
植
樹
や
記
念
碑
除
幕
が

催
さ
れ
る
。

四

容
は
Ю
日
の
盛
岡
市

実
行

奎
員
会

《
本
長

谷

藤
市

長
、

１２
人
）
で
報
告

、

協
議

さ
れ
た
。

も
珍
し
い
施
設
で
初
心
者

一
い
る
中
高
≡
層
も
多
く
、

一

夏
体
全
憩
８
７
凧
“
日

決
勝
は
盛
大
附
と
花
巻
東
に
聴
］幽
嗜̈
饗

巻
東
は
２
年
連
続
７
回
目
一ち
。
第
２
試
合
は
花
巻
東

が
今
大
会
初
先
発
の
大
谷

妹
体

人
＾
　
　
　
一投
手
が
立
ち
上
が
り
一
関

き
）。キ

ャ
ン
¨

上
藝

曇

さ
つ
。ヨ
〓

部
区
間
か

り
、
今
後
＾

に
、
全
部

画
。
そ
の

今
回
の
イ

れ
る
。
小

い
０
家
族

て
も
ら
い

し
ん
で
も
ヽ

岸
の
景
“

い
。
沿
岸
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